
































































































































調査も既に一九年を数えた。蓄積したデジタル調査デー は四万点に及び、着実に成果を伸ばしつつある。予算が縮減されてゆく状況の中で、今後の近代調査については、 法人第三期 （二〇一六～二一年度） 間は科研を申請してその受給の範囲内で を継続する。
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以上、国文研を取り巻く今後の状況の推移次第では、さらなる見直し
が必要になる可能性もあるが、これからもこの基幹事業を継続させるべ
く、不断の検証を欠かさずに、次の五〇年をしかと見つめたい。
 
 【参考】今西祐一郎館長（当時）の執筆にかかる「調査収集事業の見直
しについて（ご報告） 」 （『国文研ニューズ』四六号、二〇一七・一）を参照されたい。
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